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はじめに
（本稿で，例えば《節制》は作品，作品の部分である場合と徳目としての表記は「節制」とした。）
　本稿のテーマについて，筆者はすでに，学会誌『美術史』1970年82号と
1971年83号に，「ピーテル・ブリューゲルの『節制』のイコノグラフィー
について」と題して発表した1）。さらに1988年，拙著『ブリューゲル全作
品』の総論にこの論文を少し省略して，転載した2）。その後，2001年5月24
日から8月5日までロッテルダムのボイマンス・ブーニンゲン美術館で開催
された「ブリューゲル素描展」に因み，5月26日のシンポジウムで，筆者
はその後の研究を加え，“The　Iconography　of　Pieter　Bruegers　Temper－
ance”について口頭発表を行った3）。この発表では，とくに16世紀ネーデル
ラントの「節制」のアトリビュートに注目し，ブリューゲルの《節制》がと
りわけ「七つの自由学芸」を統御している意味についての新たな見解を述べ
た。本稿はこの口頭発表をさらに発展させている。
1．ブリューゲルの「七つの徳目」シリーズの中の《節制》
　ブリューゲル（Pieter　Bruegel　the　Elder）はアントウェルペン最大の版
画商ヒエロニムス・コック（Hieronymus　Cock）の「四方の風」店のため
に，1559年から1560年にかけて，版画のための下絵素描「七つの徳目」シ
リーズ，すなわち三神学的徳目としての《信仰》《希望》《愛徳》，四枢要徳
としての《正義》《賢明》《剛毅》《節制》を制作した。《節制》は《剛毅》と
ともに，1560年の作品である。
　ブリューゲルは同じくコックのために，このシリーズ以前の1556年から
1557年にかけて「七つの罪源」シリーズを制作している。ただしそれらの
作品では，先人ヒエロニムス・ボス（Hieronymus　Bosch）の影響のある
怪奇的，幻想的，悪魔的なモティーフが多く登場していた。しかし「七つの
ピーテル・ブリューゲルの《節制》と「七つの自由学芸」との図像学的な関連性について　　65
徳目」でのブリューゲルは《剛毅》以外，ボス的要素から脱却し，彼独自の
世界を樹立していた。筆者が《節制》を研究テーマとして選んだのは，「七
つの徳目」のなかでも《節制》に一番，ブリューゲルらしい着想が解される
からである。この作品には「七つの自由学芸」が表現されているが，「修辞
学」「論理学」などの人文主義的なコンセプトと，「文法」「算術」での民衆
の日常行為とが並置され，その中に人間の価値観やあるべき道徳観が読み取
られる。それに対し，ブリューゲルの他の徳目，例えば，《信仰》《希望》《愛
徳》《賢明》ではむしろ，現実の生活で実践すべき徳目のあり方が中心になっ
ていた。しかし《節制》での「七つの自由学芸」は他の徳目のように，主人
公の擬人像を補佐しているのではなく，調刺や批判の対象となっていて，こ
の点でも他の徳目とは異なっている。また同時代のマールテン・ヴァン・へ一
ムスケルク（Maerten　van　Heemskerck）やフランス・フローリス（Frans
Floris）が描く，「七つの自由学芸」の図像とも基本的に相違していた。後
者の画家たちの場合，聖アウグスティヌス以来，「七つの自由学芸」が聖書
の正しい理解にとって不可欠な必須学科と見なされ，かつルネサンス人の強
い関心である古典古代の教養の取得のたあの営みとして表現されていた。
　ブリューゲルの《節制》にはTemperanciaと書かれていたが，版画では
正しいラテン語Temperantiaに修正されている。しかし後述する他の画家
の版画でもTemperanciaと記されている場合も少なくないので，当時，こ
の綴りが誤記とは見なされなかったのであろう（図20）。
　ブリューゲルの下絵素描「七つの罪源」シリーズはピーテル・ヴァン・デ
ル・ヘイデン（Pieter　van　der　Heyden）によって版画化されたが，「七つ
の徳目」シリーズはヘイデンよりも高度な技術の持ち主フィリップス・ハレ
（Philips　Galle）によって彫版された。
　本稿で論じる《節制》の下絵素描（図1）はロッテルダム，ボイマンス・
ヴァン・ブーニンゲン美術館に所蔵されているが，本稿は，比較する他の画
家たちの作品の多くが銅版画であるため，1560年頃に発行された版画《節
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図1ビーテル・ブリューゲル《節制》1560年
ポイマンス・ヴァン・ブーニンゲン美術館
下絵素描　ロッテルダム
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図2　ピーテル・ブリューゲル《節制》1560年頃　銅版画
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制》（図2）について論じることにする。
　この「七つの罪源」と「七つの徳目」の版画シリーズはコックによって広く
ヨーロッパにも輸出された。またアントウェルペンの書籍出版業者クリストフ・
プランタン（Christoph　Plantin）はフランスでブリューゲルの版画を販売し
たとき，数量的には「七つの罪源」の方を多く扱ったが，当時の人々にはボス
様式が反映された後者のシリーズのほうが，より人気があったと思われる4）。
皿．《節制》の銘文
ブリューゲルの《節制》の下の余白にはラテン語で以下のように記されている。
われわれは無駄な楽しみ，浪費，快楽的な生活にうつつをぬかさないよ
うに，注意しなければならない。また極度の貧欲のために，不潔で無知
な生活をしないように，注意しなければならない。
　このように銘文がラテン語で記されるのは，コックがキリスト教や人文主
義的な主題を選択した場合で，教養人を購買層としている。それに対し，
《ホボケンの縁日》《シント・ヨーリスの縁日》のように広く，一般市民用と
して発行した場合，銘文はオランダ語とフランス語，あるいはオランダ語の
みという場合も少なくない。もちろん，ラテン語，オランダ語，フランス語の
3ヶ国語の併用もある。《節制》をふくむ「七つの徳目」シリーズにラテン
語の銘文が与えられたのは，キリスト教道徳という謹厳な主題だからである。
　ここで注目したいのは，「七つの徳目」シリーズの銘文は大抵，版画の図
像の内容に触れているが，《節制》だけはこの徳目に関する伝統的というか
一般論的な道徳観が述べられている点である。
　例えば，13世紀のドメニコ会修道士オルレアンのロランの『徳目と罪源』
では，「節制」についてこう論じられている。「節制の徳目には三つの役割が
　68　明治大学教養論集　通巻445号（2009・3）
ある。この徳を備えている心は，あとで後悔するかもしれない事柄を見たり，
知ったりせず，行為もしない。どんな事にも節度という規範を越えず，理性
の法（おきて）に従い，世のあらゆる貧欲を抑え，覆い隠す。つまり，この
徳目を身につけていると，聖ヨハネが指摘する快楽，傲慢，貧欲という，世
を汚す三つの事柄によって打ち砕かれ，辱められたりしないのである」5）。
　ブリューゲルの《節制》のラテン語の銘文を書いたのは，彼と同時代人の
D．V．コールンヘルト（Coornhert）ではないかという推測もある。コール
ンヘルトは生活の糧のため，コックの「四方の風ゴ店に銅版画師として働い
たことがあり，マールテン・ヴァン・ヘームスケルクの下絵素描を多く版画
化している。コールンヘルトはハールレムで政治家，思想家として活躍し，
『道徳術，それは正しく生きる術である』（1586年）なども出版した。同書
の「節制」の章では，中世以来の「節制」の概念が繰り返されつつも，さら
に新しい内容が含まれている6）。だがブリューゲルの《節制》の銘文は版画
の図像内容とは異なっているので，コックは銘文の依頼に際し，書き手に版
画の主題のみを伝えていたように思える。
　いずれにせよコールンヘルトの「節制論」は同時代の道徳観を伝えている
ので，以下に述べてみよう。彼は「節制とは魂や身体のあらゆる動きを節度
によって支配する徳目である」という前提から始める。つぎに身体的欲望，
つまり快楽や大食について触れる。「節制は不貞や大食の敵であり，それに
反対するものの友人である」，または「節制は徳目に向かう望みを助け，罪
に向かう欲望を破壊し，肉の満足のための欲望をコントロールする」と語り
ながら，よきキリスト教徒になるための「節制」の役割について，「節制の
“果実”は神との融合である」と述べる。「節制」によって人間がどのように
正しい行いができるかと問いながら，「節制は徳目に向かう望みを助け，罪
の欲望を破壊し，肉の欲望を支配し，身体のよき維持へと向かわせる」とい
う。さらに人間の生活上の必要性を満たしているかどうかの尺度は，「食す
ること，喉の渇きを潤し，寒さから守る」であるが，「飲み過ぎ，食べ過ぎ
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よりもその反対のほうが危険は少ない」と暴飲暴食を戒める。注目したいの
はコールンヘルトが中庸を得るためには，「真理と叡智」を必要とし，「叡智
は節制の目である」と解している点である。最終的には，「節度のある人間
はそのすべての行動をコントロールし，理性の中庸によって自己を規制する」
と説く。中庸とか節度の重要性は後述するように，すでにアリストテレスの
『ニコマコス倫理学』で語られていたので，コールンヘルトには古代の倫理
思想の影響があるのであろう。
　1609年にデルフトで出版されたConst－Toonneel（『芸術の舞台』）では，
出版社がニクラース・デ・クレルクという以外，著者の名前は知られていな
いが7），コールンヘルトの節制論を部分的に剰窃していることがわかる。し
かしその事実は「節制」論が中世から17世紀初期まであまり変化していな
いことを意味しているのであろう。この本は徳目を語る道徳書であるが，さ
らに惑星や戯曲にも言及している。
皿．ブリューゲルの《節制》の擬人像のアトリビュート
　画面の中央に立つ《節制》の擬人像（図3）は首と右袖口には毛皮のつい
た長衣を着用し，15世紀後半にブルゴーニュの宮廷で流行した噛状の靴
（snavelschoenen）を履いている。このファッションは貴族が歩く必要がな
く，常に馬で移動する身分であることを強調していたのだった。このほかこ
の擬人像は全身に「節制」のアトリビュートを備えている。
　「時計」頭上の「時計」は人間に時間を正確に守らせ，その生活を規則正
しく導く，という意味である。H・アーサー・クラインは，「時が常に浪費さ
れる」という意味で，ネガティヴに解しているが8），ここでのすべてのアト
リビュートは「節制」を補佐するpositiveな象徴性を有しているのである。
　「轡」口元にある「轡」は人の心を害する悪言を制する。
　「手綱」右手に持つ「手綱」は過度な行動を制する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　「眼鏡」左手に持つ「眼鏡」は善悪
　　　　　　　　　　　　　　　を明確に見るたあである。ヴァン・ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　ルダーとボルムスによると，「ある人
　　　　　　　　　　　　　　　の鼻に眼鏡をかける」iemand　een
　　　　　　　　　　　l鍼譲b，il。pd。nn，uszett，nという諺は
　　　　　　　　　　　　　　　　人をコントロールし，抑制する意味も
　　　　　　　　　藝蒙慧藤　あるが，ここでは「視覚」の補助手段
　　　　　　　　　　　　　　　　であるという9）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「生きた蛇」腰に巻く「生きた蛇」
　　　　　　　　　　　　　　　　は「賢明」Sapientiaを象徴している
　　　　　　　　　　　　　　　　（後述V－5）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「拍車」靴に装着した「拍車」は怠
図3　ブリューゲル《節制》の擬人像　惰な心を勤勉へと導く役割をする。
（図2の部分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　「風車」足元に「風車」の羽根があ
るが，この機械はパン用の粉を挽く機能をもっている。そのためアーサー・
クラインは「風車とは勝手に吹き荒れる風を有益な仕事に利用する人間の工
夫」と解しているが1°），生活のコントロールを意味している。
　「小石」下絵素描には風車の羽根のすぐ側に，一個の小石があるが，版画
では割愛されている。ヴァン・ヘルダーとボルムスは当時の俗信から，狂人
の頭の中でごろごろ鳴る小石と推定している。しかし「節制」がその「狂気
の石」をコントロールするかどうかは確証がない。
　「ボール」擬人像の後ろの石のボールは転がりつつも，その背後で「止っ
た」様子である。そのため，このボールは「平穏」を表わすとも考えられる
が，小石と同様，確証はない。
　ブリューゲルの《節制》で，「生きた蛇」「小石」「石のボール」以外は，す
でに15世紀中期以来，フランスの写本に「節制」のアトリビュートとして図
像化されていた。それについては本稿のVの節でその伝承について述べよう。
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IV．ブリューゲルの《節制》における「七つの自由学芸」の略述
　擬人像の周囲に，　「七つの自由学芸」のグループ，’すなわち「文法」「算
術」「論理」「幾何学」「音楽」「天文学」「修辞学」が描かれている。これら
に加えて，「絵画」と「彫刻」の活動も見られることが，ブリューゲルの
《節制》の特色といえよう。個々の学芸はその活動の「過度」だけでなく
「欠如」に対しても「節制」のコントロールを受けている。
　しかしブリューゲルと同時代の画家たちはイタリア，フランドル，ドイツ
に限らず，「七つの自由学芸」を古典古代への深い教養を深める科目として
描いていた。したがってフローリスが1547年，イタリアから帰国し，アン
トウェルペンで画家として大成功を収めた1565年頃，豪勢な自宅のファッ
サードにブロンズの浮彫りや彫刻に模した「自由学芸の擬人像」を描いた。
また当時，イタリア帰りのネーデルラントの画家の間で，絵画や彫刻は手仕
事ではなく，「自由学芸」に属するhigh　artとみなすコンセプトが支配的で
あったので，これらを学芸に加えることもあった。
V．中世後期，北方ルネサンス美術での「節制」のアトリビュー
　　トの歴史　　時計，轡，手綱，眼鏡，生きた蛇，拍車，風車，
　　小石，ボールー
　中世の「節制」の擬人像には，Temperantiaと書かれているだけで，なん
のアトリビュートも持たない作例もある11）。ムーズ地方（ベルギー）で制作
された12世紀後半の聖遺物函（図4）で，家の型をした函の多面体に，節制
が信仰，希望，愛徳貞節，忍耐とともに表現されているが，どの徳目もア
トリビュートを持っていない。歴史的にみると，「節制」のアトリビュートと
して，一方の手にワインの入った盃，もう一方の手に水瓶というのが圧倒的
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に多い（図5）12）。これは悪酔いを避けるため，あるいは健康上の理由から
アルコールを水で薄めるという，古代ギリシャ時代以来の習慣から生まれた
ものだった。今日のドイツのレストランでも，ワイン・メニューに
“Weinschorle”（炭酸水割りワイン）があるという。ワインと水の組み合わ
せは16世紀のネーデルラントの美術（彫刻，絵画，版画，ステンドグラス，
タピストリーなど）において依然として多くの作例に使われ，最もポピュラー
な「節制」のアトリビュートであった（図6）。
　他方，中世でもジョットの「紐で硬く結ばれた刀」（スクロヴェニ礼拝堂，
1305－07年）は怒りで剣を抜かないように抑制するという意味で，「節制」
のアトリビュートとなっている。14世紀のアンドレア・オルカーニャは
「コンパス」（フィレンツェ，オア・サン・ミケーレ）を「節制」のアトリビュー
トとしている13）。16世紀にヘームスケルクがハールレムの修辞家集団「葡
萄畑の蔓」（Wijngaardranken）のメンバーとして，盾の装飾を担当したと
き，その擬人像「節制」に「コンパスとT定規」をアトリビュートとして
与えたと推定されている14）。
　14世紀のアシブジョ・ロレンツェッティはシエナのパラッツォ・プブリコ
の広間のフレスコで，他の徳目と並ぶ「節制」の右手にかなり大きな砂時計を
持たせ，左手の人差し指でそれを喚起している擬人像を表現している。この
アトリビュートは16世紀になってからも，CMAのモノグラムで知られるコ
ルネリス・マサイス（Cornelis　Massys）によって描かれている（図7）。ただ
擬人像はラファエルロ風な愛らしい少女で，しかも大胆にも上半身を露出し，
踊るようなポーズをとりながら，左手で砂時計を高くかかげている。足元に大
きな運命を表わす大きなボールが転がり，さらに前景には頭蓋骨が横たわっ
ている。画面下にはTEMPERANCIAと書かれているが，ここでは砂時計に
加えて丸いボールと頭蓋骨から，それ以上の意味が含まれていると思われる。
つまり砂時計と頭蓋骨で誰しも避けられない死を暗喩し，その終焉の時を決
めるのは地面を転がる運命の球である，と解される。したがって人はつねに自
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＿1
図4　《節制》（聖遺物函の側面）12世紀
後半　サン・ギスラン・エ・マルタン聖堂
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，｝・Aκthbhh＃p賑6奪眠㌧コ“d　tM‘udi”“v；　s－eL
撫i出㎏‘ゆ旧・r．erTle．　c騨㎏o巴bede窮．
図5　《枢機卿フリードリッヒと四枢要
徳》ll30年頃　聖句集　ケルン大聖堂
図6　1．H．ウィーリックス《節制》
1579年　銅版画
．瞳け
??????
??????????????????????
? 「、 、
図7　コルネリス・マサイス《節制》
16世紀前半　銅版画
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分の死を予期し，節制の道を歩まねばならない，という教訓が含まれている。
　中世での「砂時計」に代わり，「時計」の技術的な進歩と小型化の成功に
よって，後者が新しい「節制」のアトリビュートとして発展した。この他，16
世紀には鏡，節，石棺といったむしろ「賢明」のアトリビュートとなるべく
道具が「節制」に表現されることもあった。また擬人像が鍵を持つこともあ
り，動物として怪魚，象などと一緒に表現されることもあった。いずれにせ
よ，本稿ではブリューゲルの《節制》で使われているアトリビュートを中心
に述べ，それ以外のものの詳細は論外としたい。
V－1．15世紀中期以降の彩飾写本の「節制」
　R．テユーヴ（1963年）は，1450年に制作された『四枢要徳の書』Livre
des　quαtre　vertusの「節制」の擬人像がすでに時計，轡，手綱，眼鏡をもち，
風車の上に立っていることを指摘した15）。擬人像はContinence（自制），
Clemence（寛大），　Moderance（適度）と記された吹流しを持つ三人の侍
女たちを伴っていることで，「節制」の内容が示されている。
　『四枢要徳の書』の後，1452年にルーアンの市評議会がニコール・オレー
ム（1320年頃一1377年）を記念して，彼の著書『アリストテレスの倫理学』
の仏訳・注解を豪華写本として制作した。その第二部では，「節制」が『四
枢要徳の書』と同じアトリビュートを備えながら，「七つの徳目」の擬人像た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなめちの中央に立っていた。つまりこの書物では，「節制」が徳目の中でも要の役
割をしているのである。確かに，アリストテレスの「ニコマコス倫理学』で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　レ　テ　－の第二巻第6章で，情念とか行為にかかわる「倫理的卓越性」，すなわち
「徳」とは「中庸」である，と定義されている。人間の行為の過剰と不足の
間に「中」が存在する。「徳とは，それゆえ，何らか中庸（メソテース）とも
いうべきもの一まさしく『中』（メソン）を目指すものとして一にほかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らない」’6）。つづいて第7章では，快楽と苦痛に関して，「中庸は節制であり，
　　　　　　　　　　その過超は放増である」と述べながら，様々な状態での中庸をこう述べてい
ピーテル・ブリューゲルの《節制》と「七つの自由学芸」との図像学的な関連性について　　75
る。財貨の贈与と取得の中庸は寛厚，その過超と不足は放漫と吝齎，名誉と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不名誉の中庸は衿持，その過超はいわゆる侶傲のたぐい，その不足は卑屈，
人生の快での中庸は親愛，過超は機嫌取り，不足は不愉快な人，といった例
である17）。こうしてみると，中世以来の七つの罪源での傲慢，邪淫，激怒，
食欲，大食，嫉妬はいずれもある状況の過超であり，怠惰は勤勉の不足であ
ることから，中庸はこうした罪源を犯さないように未然に防ぐ重要な「徳目」
であると解されていたのである。
　アリストテレスの思想はイタリアの画家チェーザレ・ロベルディーノの版
画の銘文にも見られる。CReのモノグラムの《節制》では上半身裸体の擬人
像が両手に同じ形の水差しを持っているが，下のラテン語の銘文にはこう記
されている。「節制とは理性に従い，欲望を抑制（中庸化）することである。」
TEMPERANTIA　EST　MODERATIO　CUPIDITATUM　RATIONI　OBEDIENS．
　L，ホワイト（1969年）は1470年頃
に彩飾されたセネカの『徳について』
の《節制》（図8）に注目した18）。テキ
ストにはまさに「節制」のアトリビュー
トの意味が明確に説明されていたので
ある。
時計を持っている者は自らに
気をつけ
すべてその行いに時間を守る。
その口に轡を備える者は
人を傷つけるようなことは口にし
ない。
眼鏡をかける者は
自分の周囲をより明確に見る。
図8　《節制》（セネカ『徳について』の
部分）1470年頃　パリ　国立図書館
MS　fr．9186　foL　304「
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拍車は恐怖がいかに若い男を
慎重にさせるかを示す。
身体を支える風車のもとでは
決して過度なことは起こらない19）。
　15世紀後半のフランスの彩飾写本（図9）もブリューゲルの《節制》の先
行例のひとつであろう。画面には天井に届くばかりの高い修道女風な女性が
頭に時計，口に轡，手には手綱と眼鏡を持ち，風車の上に立っている。おそ
らくアトリビュートについては図8のセネカ『徳について』から影響を受け
ているのであろう。
V－2．15，16世紀の墓碑の「節制」一時計，轡と手綱
　墓碑に表現された「節制」にも，15世紀のフランス写本の影響が見られる。
ナントの大聖堂にあるフランソワニ世の墓廟には，中央に横臥する王の周囲
に，ミシェル・コロンブによる四枢要徳の擬人像（正義，賢明，剛毅，節制）
が立っているが，《節制》（図10，1507年）は左手に時計，右手に手綱と轡を
持っている。この彫像に非常に近い作例はルーアンの大聖堂のアムボワーズ
枢機卿ジョルジュの墓廟の《節制》（図11，1512－21年）であろう。墓廟の設
計はこの聖堂の建築家ルーラン・ル・ルー（Rouland　Le　Roux）に帰されて
いる。ナントの《節制》と異なり，この彫像は座っているが，同じく箱型の
時計と手綱を持っている。服装も短い頭巾を被っていること，長いマントの
裾をもちあげているポーズなど，両者はよく類似している。
　1512－15年頃の写本『エラスムスの格言』には，さまざまな罪源を制する
徳目が描かれているが，「節制」の場合，女性擬人像が「心の衝動」Impetus
animiと記された吹流しの下の男に馬のように轡をくわえさせ，手綱を握っ
ている（図13）。彼女はもう一方の手で「短気」Iracundiaと書かれた裸体
の女性に水をかけているが，この女性がブイゴで（激情の）火をあおってい
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図9　《節制》15世紀後半　写本
ハーグ　国立図書館
1撫T．
議マ
墜蜘一筋
　絃ノ
図10　ミシェル・コロンブ《節制》（フ
ランソワニ世の墓廟の部分）1507年
ナント大聖堂
図ll《節制》（アムボワーズ
枢機卿ジョルジュの墓廟の部分）
ルーアンの大聖堂（1512－21年）
図12ジャン・ド・ブルック《節制》
16世紀中期，モンス　大聖堂
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図13　無名画家《魂の凶暴さや怒りを制
する節制》（『エラスムスの格言』）1512－
15年foL　33rウッドナー・コレクショ
?
るからであろう。エラスムスは「灰の
中にある壷の跡形をなくしなさい」と
述べながら，プルタルコスのスピーチ
についてこう言及している。すなわち，
怒りのどんな明白な痕跡も残してはな
らない，それが冷却化，沈静化される
や否や，過去の心の損傷の痕跡はぬぐ
い消されるものである2ω。
　フランドルではジャン・ド・ブルッ
ク（Jean　de　Broecq）がモンスの大
聖堂に《節制》を彫っている（図12）。
擬人像は端麗なイタリアの古典様式の
身体とフランドル風な相貌の女性であ
るが，その両手には長い手綱と轡を持っ
ている。この彫像は薄い褐色のアラバ
スター製であるため，大理石彫刻のコ
ロンブの白い彫像と異なり，ナチュラルな肉体を感じさせる。
V－3．16世紀のフランドル・タピストリーの「節制」一時計，眼鏡，轡と手綱
　16世紀のフランドルのタピストリーでは，「節制」の擬人像はあたかも定
番のように「時計」「眼鏡」「手綱と轡」を持って表現されていた。「ロス・オ
ノーレス」Los　Honoresと称されるタピストリー・シリーズは1519年に皇
帝として選挙され，翌年，アーヘンで戴冠したカルル五世の栄誉のためにブ’
リュッセルのピーテル・ヴァン・アールスト工房で制作された。そのひとつ
に《七つの徳目の勝利》があるが，中央の天蓋の玉座には神学的徳目「信仰」
の擬人像が座し，その周囲に「希望」と「愛徳」が立つ。「節制」（図14，1520－
25年）はその下の段に四枢要徳の擬人像の一人として左手に箱型の「時計」，
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図14　ピーテル・ヴァン・アールスト
工房「節制」（《七つの徳目の勝利》の部
分）1520－25年タピストリーマドリー
ド　国家財産
図15　ビーテル・ヴァン・アールスト
工房「節制」（《正義の神殿》の部分）
1520－25年タピストリー　マドリード
国家財産
右手に「眼鏡」を持って座している。時計はおそらく当時の最先端のメカニッ
クを内臓したものであろう。眼鏡にはつるがないので，直接手に持って対象
物を見ていたのであろう。注目したいのは七つの徳目の足元にはそれに対応
する罪源の擬人像が伏していることだ。「希望」の場合，絶望して自殺した
ユダがいるが，「節制」と組み合わさっている罪源の人物は不明である21）。
　「ロス・オノーレス」の《正義の神殿》（図15，1520－25年）の天蓋の下に
「正義」が表現されているが，この徳目は君主の最も必要とされるものであ
る。そのため，彼女の足元でネロが縛られている。右側に時計と眼鏡を持つ
「節制」が位置しているが，左側に立つ円柱型の城砦を持つ「剛毅」ととも
に，中央の「正義」をサポートしているのである。
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　V－4．16世紀のネーデルラント版画での「節制」一時計，轡と手綱，
長さ7メートルの手彩色木版画《1530年の皇帝カール五世と教皇クレメ
ンス七世のボローニア入場》（図16）にも時計を持った「節制」が描かれて
いる。ここでは「節制」は凱旋門のアーケードの壁寵に立ち，四角な時計を
図16《1530年の皇帝カール五世と教皇クレメンス七世のボローニア入
場》1530年　手彩色木版画（ロペール・ベリス発行）
に　　／淵
図17　ヤン・スワルト《節制》
16世紀前半　銅版画
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持っているが，それは上述したタピストリーに比べると，外観は簡素である。
他に子供を抱いた「愛徳」，秤を持った「正義」などが描かれている。つま
り枢要徳は教皇や皇帝の徳を称えるという役割を演じているのであろう。
　ヤン・スワルトの《節制》（図17，16世紀前半）では，擬人像は「砂時計」
と「手綱」を有しているが，胸の開いた当世風な衣服を着ている。もしアトリ
ビュートがなければ，肩のリボン飾りや胸の紐のアクセントなどの衣服から，
裕福な世俗の女性としか思えないだろう。彼女の背景には高い山があり，数
人の男たちが歩いているが，節制とどのような関連性を持っているかは不明だ。
　ヘームスケルクの《節制》（図18，1556年）は版画用の下絵素描であるが，
上述したブルックと同じく，アトリビュートとしては手綱と轡を持っている
だけだ。ヘームスケルクの女性擬人像はミケンランジェロのシスティーナ礼
拝堂の天井画に描かれた巫女を思わせる人体表現である。この版画の背景に
はスワルトからの影響を思わせる巨大な岩山，城砦，そして裸馬に乗る兵士
図18マールテン・ヴァン・ヘームス
ケルクの《節制》1556年　素描
㌔……
図19マールテン・デ・ヴォス
《節制》16世紀後半　素描
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などが描かれ，闘いに対する「節制」なのかどうかは不明であるが，多少，
物語風に描かれている。
　ブリューゲルとイタリア旅行を共にし，親しい間柄といわれるマールテン・
デ・ヴォス（Maerten　de　Vos，1531－1603年）は立体感のある人体表現で
《節制》（図19）を描いている。デ・ヴォスは旅行中，イタリア・ルネサン
ス美術から人体表現やプロポーションを学んだ。左足を一歩踏み出し，左手
に鞭，右手に轡つきの手綱を持ちながら，毅然として下を見ているのが，そ
のポーズに古代ギリシャの女神の彫像を想起する。これはおそらく「七つの
徳目」シリーズの版画用の下絵素描なのであろう。だがこれまでの「節制」
の彫像で鞭を持っている作例は少なかった。画面下にはDISCPLINAと記
されているが，規律や秩序をもつことこそ，節制の基本的な姿勢なので，こ
れは《節制》の下絵素描と考えてよいだろう。
V－5．ブリューゲルの「生きた蛇」一新たなアトリビュート
図20　エティエンヌ・ドゥローヌ《節
制》16世紀後半　銅版画
　これまでの「節制」のアトリビュー
トの中で，蛇を含む作例として見出さ
れるのは，エティエンヌ・ドゥローヌ
（Etienne　Delaune）の楕円形版画（図
20）である。彼はフランスのフォンテー
ヌブロー派の版画家であるが，ブリュー
ゲルと同時代に活躍し，後述する「七
つの自由学芸」でも興味深い図像を制
作している。ドゥローヌの画面下には
TEMPERANCIAと書かれ，上半身
裸体の擬人像が大きな壷に寄りかかっ
ている。その上には砂時計があるが，
擬人像の左手には手綱と轡を，そして
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右手には蛇が巻きついた杖を持っている。明らかにこの杖はメルクリウスの
アトリビュートであるが，「七つの自由学芸」の行為もメルクリウスと関連
しているので，注目すべきであろう。したがってブリューゲルの《節制》が
唯一，蛇をそのアトリビュートとしているわけではないことが分かる。この
版画には古代ローマ風な大壷，凱旋門，円形の神殿（？）など，古代的なモ
ティーフで満たされている。
　ところでなぜブリューゲルは「生きた蛇」を加えたのであちうか。「マタ
イによる福音書」（10章16節）に，キリストが12人の弟子を伝道のために
世界各地に派遣する一節があるが，その中で「わたしはあなたがたを遣わす。
それは，狼の群れに羊を送り込むようなものだ。だから，蛇のように賢く，
鳩のように素直になりなさい」と語られている。つまり《節制》は以下に述
べる七つの自由学芸をコントロールする「賢明」Sapientiaが必要であった
と思われる。
　1558年にドイツの木版画家ヴォルフガング・レッシュ（Wolfgang　Resch）
が発行した《この像を眺めるべきだろう。賢い女性が表わされている》（図
21）に，「生きた蛇」をベルトにしている姿がある。あるべき賢い女性の寓
意図として，彼女は耳に鍵を，口には錠前をかけている。手に持つ鏡にはキ
リスト教徒としての敬度さの象徴として，キリストの礫刑像が映し出されて
いる。蛇のベルトにはこう説明がある。「私は蛇をベルトとして体に巻く。
つまり誠実な女性は汚恥の毒，よこしまな恋，愚かな猿事から身を守ろうと
する」。こうして貞淑な妻は恥辱を避け，誘惑に負けないために，蛇を護身
代わりに腰に巻いている。このドイツ版画より2年後の1560年，ブリュー
ゲルが《節制》を制作したとき，おそらくこのドイツ版画を知っていて，
《節制》の擬人像に「生きた蛇」を加えたのではなかろうか。
　さらに18世紀の寓意作家『大自然と道徳的世界劇場または辞典』の著者
フーベルト・コルネリスゾーン・ブート（Hubert　Korneliszoon　Poot）は，
ベルトについて，「盛り上がり，切迫してくる欲望や情熱を抑え，それらに
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図21ヴォルフガング・レッシュ《この像　　図22　ハンス・ゼーバルト・べ一ハム
を眺めるべきだろう。賢い女性が表わされ　　《メルクリウス》1530年頃　木版画
ている》1558年　木版画
抵抗する克己心と有徳の象徴」22）と述べている。蛇は描かれていないが，ベ
ルトの寓意性を知る資料となろう。
　他方，フィレンツェで発行され，ニュルンベルクのハンス・ゼーバルト・
べ一ハムに伝承された《メルクリウス》（図22，1530年頃）には，七つの自
由学芸の営みが見られるが，そこにはメルクリウス（水星）の下で生まれた
子供の資質が描かれているのである。したがってブリューゲルの《節制》に
ついてのヴァン・ヘルダーとヤン・ボルムスのつぎの解釈は一考に価する。
「主要人物の周囲にある種々なグループは，いわゆる七つの自由学芸の表象
であり，これらはメルクリウスの占星術的な影響下で，節制と自己克服を伴っ
て，練習するのである。彼女の腰に巻かれた特別の帯，すなわち蛇はとりわ
け，芸術と学問がメルクリウスとその蛇の杖に関連することを示している。
というのは自由学芸が少なくとも，メルクリウスの領域であり，かつ節制の
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領域にも属するからである」23）。これに対し，ストリッドベックは「ベルト
としての蛇の役割には支配の形式がある」と述べていたpm）。しかし杖に蛇が
巻かれると，《修辞学》（図47）のアトリビュートになることも留意すべき
で，そこではメルクリウスは「雄弁術」のパトロンとして活躍するのである。
こうした背景を見ると，ベルトとしての蛇の役割は今後，メルクリウスの図
像との関連からも考慮しなければならないだろう。
VI．ブリューゲルの《節制》における「七つの自由学芸」の
　　図像学的な意味
　《節制》だけでなく，「七つの徳目」シリーズのどの徳目にも，具体的な実
践が描かれているが，それがこのシリーズの特色なのである。というのも同
時代の「七つの徳目」には，ほとんどが単独の擬人像のみ描かれ，ブリュー
ゲルのように，日常生活での行為の内容が具体的に示されていないからだ。
筆者はブリューゲルにこのような図像構成のヒントを与えたひとつが，フラ
ンドルのタピストリーではないかと推定している。
　ミキエル・コクシーの下絵による《節制》のタピストリー（図23，1520－25
年）を例に挙げて見よう。画面では，盲目のトビヤが妻アンナの持ち帰った
羊を雇い主から盗んだものと非難している。ただし中央の擬人像は水でワイ
ンを薄あるという，中世以来の最もポピュラーな図像を伝承している。
　ブリューゲルの《節制》では，擬人像の周囲に「七つの自由学芸」の個々
の活動が見られる。それ以外にも，「絵画」や「彫刻」の営み，弩やライフ
ル銃での鳥打ちという武芸，田畑の「測量」といったメカニカル・アートも
見られ，かつてない「節制」の図像内容が表現されている。ここで注目した
いのは，どのグループも《節制》の擬人像を見ず，それぞれの営みに没頭し
ていることである。とりわけ「算術」「文法」「幾何学」は一見して，日常の
仕事に従事しているように見える。
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図23　ミキエル・コクシー下絵《節制》1520－25年タピストリー
　アーサー・クライン（1963年）はすでに，「この作品の非常に共通した解
釈はブリューゲルが『論理』のグループだけでなく，考えられるあらゆる学
芸に対し，ネガティヴな態度を示していることである」と述べていた25）。近
年ではIlja　M．ヴェルドマン（1985年）がブリューゲルは学問も技術も「節
制1matigheidと「自己規制」zelfbeheersingを持って，「やり過ぎること
なく」zonder　overdrijving実践しなければならない，と解している26）。そ
れに反してセレブレニコフは「七つの自由学芸」はその活動を実践すること
で，「節制」が正しくその役割を演じることができる，つまり「自由学芸」
は「節制」を補佐している，とpositiveに論じている27）。
　筆者はセレブレニコフ的な解釈ではなく，ブリューゲルはここで，「七つ
の自由学芸」の過剰と欠乏に対して，アリストテレス的な「中庸」の重要性
を喚起しているのではないかと解釈する。
　ブリューゲルの《節制》で，七つの自由学芸がこの擬人像のコントロール
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を受けるというコンセプ
トは中世から16世紀を
通じて，筆者の知るかぎ
り，ほとんど先例のない
ものであった。というの
もすでにヘレニズム時代
から七つの自由学芸は不
可欠な教育上のカリキュ
ラムであり，人間的な価
値を推進する手段と見な
されていた。さらに中世
の神学者たちは，自由学
芸は哲学的，神学的研究
にとっての必須学科であ
り，それによって人間は
神の言葉，すなわち，
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図24　《七つの自由学芸》（『歓喜の庭』）1176－96年
　　　　　　　　　　聖なる叡智を理解するようになる，とみなしていた28）。
12世紀後半，ヘラット・フォン・ホーヘンブルク（Herrad　von　Hohenburg）
によって著された写本『歓喜の庭』Hortus　Deliciarumでは，中央の円の中
に「哲学」の擬人像，その下にソクラテスとプラトンが座し，外周に「七つ
の自由学芸」の擬人像が描かれている（図24）29）。つまり「七つの自由学芸」
の重要さが古代の哲学者によって図式的にも権威づけられていた。
　一般的に16世紀に描かれた「七つの自由学芸」は七人の擬人像が一列に
並ぷか，個別的に描かれるかのいつれかであった。ドイツの画家ヴィルギル・
ゾリス（Virgil　Solis）の版画（図25）では，7人の少女たちがそれぞれの
自由学芸のアトリビュートを持ち，踊っているかのように活発に動いている。
左から右に向かって「文法」Granlatica〔sic〕は右手に旗，左手に書板を持
つ。「論理」Dialecticaは獣の仮面を頭後部に被り，ヤヌスのようであるが，
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図25　ヴィルギル・ゾリス《七つの自由学芸》16世紀前半　銅版画
二人の対話を意味している。「修辞学」Rhetoricaが持つ本は戯曲のテキス
トを意味しているのであろう。「算術」Aritmetica〔sic〕は計算のためのス
レートの書板とペンを手にしている。「音楽」Musicaは左手にラッパ，右
手にポータブルのハープを持ち，演奏中である。「幾何学」Geometriaは紙
とコンパスを有している。最後の「天文学（占星術）」Astrologiaは左手に
天球儀を持っているが，彼女はこの行列のリーダーであるかのように，後ろ
を振り返って指図をしている。ここでは明らかに自由学芸の重要さをそれぞ
れのアトリビュートで喚起しているのである。
　16世紀中期のネーデルラントでフランス・フローリスは上述した自邸の
ファッサード以外にも，2組の重要な「七つの自由学芸」シリーズを制作し
ていた。最初の一組は版画シリーズ（1550－51年）で，ヒエロニムス・コッ
クがイタリアで修業した若手の画家フローリスを起用し，個々の学芸の擬人
像を描かせ，自らは背景の自然描写を手がけた作品群である。フローリスは
古代彫刻のように量感があり，解剖学的にも正確な人体を描いている。第2
のシリーズはフランス・フローリスの油彩画《七つの自由学芸》（1557年，
6点は個人像として現存，《論理》は所蔵者不明）であろう3°）。フローリス
は大商人（収税人・保険業者・ダイヤモンドの貿易商などを営む）でアート・
コレクターのニクラース・ヨングリング（Niclaes　Jonghelinck）のアント
ウェルペン郊外テル・べ一ク（Ter　Beek）の別荘（1554年購入）のために，
「ヘラクレス功業」シリーズ（1555年）を制作したが，その後，《七つの自
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由学芸》（1555－56年）を完成させた31）。カレル・ヴァン・マンデルは『画
家伝』（1604年）でも，「すべての作品は裸体表現，衣服のひだの繊細な描
写，意匠の点で見事に描かれていた」と称賛している32）。ブリューゲルはヨ
ングリングと親しく，1560年代前半に10点以上の油彩画を彼のたあに制作
しているので，このフローリスの油彩画シリーズを知っていたと推定できよ
う。フローリスの弟子シモン・ヤンツ・キース（Simon　Jansz．　Kies）がそ
れらの作品のコピーを素描で制作し，さらにコルネリス・コルト（Cornelis
Cort）が元来の縦長の油彩画の画面を版画用の横長の画面に修正し，版画化
したのである33）。後者のシリーズにラテン語の銘文がつけられたことは，
「七つの自由学芸」がいかに主題としても教養人の間で愛好されたかが分か
る。こうしてフローリスは彼の古典学の知識とイタリア・ルネサンス絵画の
様式を融合させ，人文主義的な教養を背景とする図像でまとめた。学識のあっ
たヨングリンクも図像構成に加わったかもしれない。興味深いことに，後に
アスエルツ・ヴァン・モントフォールト（Assuerusz　van　Montfoort）が
コルネリス・コルトの版画にもとづき，3連式の寓意画を制作している（ブ
リュッセル，ベルギー王立美術館）。こうした文化史的な背景を考えても，
ブリューゲルが七つの自由学芸を「節制」の対象にしていることはむしろ異
例といえよう。
　以下，ブリューゲルの「七つの自由学芸」とフローリスおよび同時代の画
家たちの作品とを比較してみよう。
VI－1．「文法」Grammatica（図27）
　画面全体の前景右で10人の生徒を教える学校教師が座っている。襟に毛
皮がついたガウン姿の教師は体罰用の木べらを持ち，腰には枝鞭をつけて，
幼い子供にアルファベットを読ませている。版画ではいかにも厳しい表情で
かつ鈍重そうだが，素描での表情はずっと柔らかい（図26）。しかしブリュー
ゲルが聡明な教師を描いたとは思えない。これに比べると，16世紀の『マ
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図26ブリューゲル「文法」（図1の部分）
図27　ブリューゲル「文法」（図2の部分）
リー・シャントーの時疇書』の《学校風景》（図28）では，二人の教師はは
るかに威厳があり，一人は厳しく生徒を体罰し，もう一人は幼い少年に熱心
にアルファベットを教えている。ブリューゲルの画面ではほとんどの子供た
ちが熱心に独習しているが，中には仲間に教えている姿も見られる。下絵素
描の左下にBRVEGELというサインのある台に座る男の子がいるが，彼は
子供にふさわしくない，装飾用の長袖のある服を着ている。この種の服装は
ブリューゲルの《東方三博士の礼拝》（1564年，ロンドン，ナショナルギャ
ラリー）の一番年長の王カスパルが着用していたものであるが，1520年代
の通称「アントウェルペン・マニエリスム」絵画で流行した貴人のファッショ
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ンであった。ブリューゲルの「文法」
でのこの男の子は他の子供の実力と
は数段上であり，封印つきの巻物を
熱心に読んでいるが，おそらく教師
も読めないラテン語のテキストなの
であろう。版画ではこの子供に髪の
毛が描き加えられたが，下絵素描で
は禿頭である。彼は子供の背丈しか
ないので，ブリューゲルは極端に早
熟した子供を鈍重な教師と対比させ
つつ，子供の知識の「過超度」を節
制の対象にしたのであろうか。教師
の教養の「欠如」と生徒の実力の
「過超」から上述したアリストテレ
スの「中庸論」の必要性を想起させ
る。
図28《学校風景》　（『マリー・シャントー
の時薦書』）16世紀パリ　国立図書館
ms．　Smith－Les－souef　39
　ブリューゲルの《学校の中のロバ》（下絵素描，1556年）はこうした情景
とはまったく反対で，子供たちは悪戯したり，勝手な振る舞いをしている。
版画のオランダ語の銘文には，「ロバが学ぶために学校に行っても，ロバは
ロバ，馬になって帰ることはない」と記されている。この銘文は無益な学問
に夢中になっている学者を調刺しているようで，同じ精神はゼバスティアン・
プラントの『阿呆船』（ドイツ語の初版1494年，オランダ語訳1548年）でも
語られている。「学者とやらも同じこと，まことの学芸を軽視して，昼が先
か，夜が先か，誰がロバを作ったか，ゾルテスやプラトンは入ったか。つま
らぬ論議に明け暮れる」34）。
　再びブリューゲルの「文法」に戻ると，一番前景の子供はカバンを下げて
いるが，この《節制》と同年に制作された《子供の遊戯》（1560年）にも，
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こうした姿の子供がぶら下がり遊びをしているので，ブリューゲルは愚鈍な
教師から教えられるより，後者の姿のほうが子供にとってより健康的と思っ
たのではなかろうか。実際，ブリューゲルの《子供の遊戯》では256人のあ
らゆる年齢男女の子供たちが遊びに夢中になっている。この作品の中で，子
供にとって体を使っての遊びで体力をつけ，自ら遊具を工夫し，それで訓練
してゲームに勝つなど，遊びの重要さが強調されている。
　フローリスの版画《文法》（図29）は元来，1555－56年制作の油彩にもと
ついている。背もたれのある大きな籐椅子に座した女教師はまだ年少の生徒
に熱心に読み書きを教えている。他の生徒たちの年齢がさまざまなのは当時
の習慣であろう。他の子供たちは独習したり，年長の生徒に教えてもらった
りしているが，こうした情景をみると，ブリューゲルが伝統的な図像を表現
していることが分かる。フローリスの画面の床に置かれているのは，古代の
文法学者たちDIOMEDES，　DONATVS，　PRISCIANVS，　PALEMON，
SERVIVSの著書である。女教師の足の下のラテン語の銘文には，上段に
「文法はか弱く，よく話せない子供たちの口を鍛え，他の学芸の門口となる」，
図29　フランス・フローリスの油彩画
にもとつく「文法」1565年銅版画
図30　H．ホルツィウス《文法》16世紀
末　銅版画
　　戦tt
，野7
＼・一
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下段に「ヒエロニムス・コックは感謝をもって，絵画の最も偉大な愛好家で
アントウェルペンの傑出した市民ニクラース・ヨングリンクに捧げる」と記
されている。したがって「七つの自由学芸」の意図はブリューゲルのそれと
はまったく異なっているのである。H．ホルツィウスの《文法》（図30）はブ
リューゲルの学校教師とは異なり，母親のように情愛あふれた教師が子供に
アルファベットを教えている。室内の調度品もかなり立派なので，よい市民
の子供が通った学校なのであろう。下の銘文には，ラテン語で「私の許で基
礎と偉大な事柄の初歩教育が行われる。ここから教養ある学芸の進歩が始ま
る」と記されている。
VI－2．「算術」Arithmetica（図31）
　画面全体の前景左では，商人か両替商と思われる粋な帽子をかぶった主人
が帳簿と現金との付け合せに余念がない。両替商と仮定すると，16世紀の
アントウェルペンは国際商業都市として経済的にも繁栄したので，こうした
職業が最も必要とされたもののひとつだった。しかしマリヌス・ヴァン・レ
イメルスヴァーレ（Marinus　van　Reymerswaele）の《両替商とその妻》
（図32）からも推測できるように，利益だけを追求するこの職業はたびたび，
図31　ブリューゲル「算術」（図2の部　　図32　マリヌス・ヴァン・レイメルス
分）　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァーレ《両替商とその妻》1539年
　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　マドリード　プラド美術館
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調刺の対象となった。ブリューゲルもおそらく，貧欲への「節制」を喚起し
ているのであろう。両替商の左脇には計算に不得意な召使がブイゴにある単
位の記号だけを刻んでいる。ボルムスとヘルダーの指摘によると，この召使
の座す，樽を半分にしただけの椅子は，当時，暖房の行きとどかない部屋で，
冷気を防ぐ必需的な家具だったという35）。もう一人の雇い人は主人の読み上
げる数字を羽ペンで記帳しているが，彼のほうが訓練を受けているのであろ
う。
　「算術」の背後でキャンパスに向かって制作中の画家の姿が見られるが，
彼は肖像画を描いているようだ。ブリューゲルは生涯，肖像画を制作してい
ないが，《農民の婚宴》（1568年頃）で見られるように，人物の相貌に関し
てはひじょうに優れた表現力を持っているので，彼は肖像画を得意としなかっ
たのではなく，好まなかったのであろう。ブリューゲルは肖像画家が依頼者
に阿諌するため，モデルの真実に迫るよりは，妥協しがちであることを批判
し，「節制」の対象にしたのではなかろうか。
VI－3．「論理」Dialectica（図33）
画面全体の中景右で老若5人が激しく議論をしている。ロムダール（1947
　　　　　　　　　　　　　　　　年）によると，この情景には当時，5
図33．ブリューゲル「論理」（図2の部
分）
つの信仰に分派された代表者が登場し
ているという。学生風の三人の若者た
ちは様々なプロテスタントの宗派たち，
彼らと議論する中で一番老人で髭のあ
る人物はユダヤ教のラビ，他の二人は
カトリックの神父と解された36）。確か
に，この老人の帽子はブリューゲルの
《キリストと，姦通を犯した女》（1565
年）で描かれたラビのそれでもあるの
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で，ロムダールの解釈には説得力がある。また老人の様子はエラスムスの諺
「老人は追い越されるが，助言されることはない」を思わすほど，頑固であ
る。いずれにせよ，老人も若者も聖堂と思われる建物の背後に立っているこ
とから，説教壇風な机の上やその脇に立てかけてある書籍はともに聖書と思
われる。しかし両方とも閉じたままで，誰もそれらに注目していない。「コ
リント人への第1の手紙」（第3章18節）に，「主は，知者たちの論議のむ
なしいことをご存じである」と書かれているが，おそらくブリューゲルはこ
の一節を意識し，老若とも議論に夢中で聖書すなわち神の言葉に注目しない
様子を謁刺しているのであろう。
　フランス・フローリスの《論理》（図34）では頭上にこの学芸のアトリ
ビュートであるハヤブサ（問題を素早く解く象徴）を乗せた若い女性が椅子
に座り，老人と指を使って論議している。版画では下部にラテン語で，「論
図34　フランス・フローリスの油彩画
にもとつく《論理》1565年　銅版画
難紀鍵編ド゜パス《論理》／ ??…畿 …，??
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理は人々に如何に理性を使うかを教える。ゆえに偉大なプラトンはこの“論
理”を諸学芸の中で最高のものと言及している」と記されている。足元には
GIORGIAS，　LVCIANVS，　ZENON，　ARISTOTELES，　LIBANIVSと記され
た古代の哲学者たちの著書が置かれている。老若の二世代が対話しているこ
とはブリューゲルと共通しているが，擬人像が尊敬の眼差しで老人に話しか
け，老人は威厳ある風情で質問に答えているところはまったく異なる。同様
に，クリスパン・ド・パス（Chrispin　de　Passe）の《論理》（図35）ではハ
ヤブサを頭上に乗せた擬人像が両手を使って語りかけているが，その背景で
公共建造物の室内とバルコニーから野外の聴衆に向かっての論争が交わされ
ている。
VI－4．「幾何学」Geometrica（図36）
　画面全体の中景右の「幾何学」は「建築」や「測量術」を表わしている。
ある人物が円柱の上に登って下げ振りを垂らし，垂直線を示すと，別の人物
が円柱にとりつけた台に腰掛けながら，新しい装飾（？）を等間隔に施すた
めにその線に沿ってコンパスで位置を決めていく。円柱の側に立っている人
物は車輪（分度器の役割か）とその軸を使って，上記の位置の角度を計測し
ている。円柱のすぐ下では助手がそれらの数値をメモに書いている。こうし
て4人がグループで作業しているのである。円柱の柱頭と胴体下部に，節つ
きのワイン・グラスに似た装飾がある。筆者はミラノの聖アンブロージョ聖
堂司祭館の回廊でブラマンテのコリント様式風な円柱を数本見たが，それら
にはこうした突起が全体に施されている（図37）。建築史家の鈴木博之氏に
よると，ブラマンテは円柱全体を木の幹に見立てたらしい37）。おそらくブリュー
ゲルはこの種の意匠に啓発されながら，円柱の装飾過多をより強調している。
彼らの側で薄肉浮彫の石板を差金で計測している行為も「幾何学」と解せる
が，「算術」の後ろでの「絵画」とともに，これは「彫刻」の営みとも思わ
れる。このほか，農夫が畑の面積を測量しているが，幾何学の知識によって
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図36　ブリューゲル「幾何学」（図1の部分）
図37　ブラマンテ《突起つき円柱》1492
年以降　ミラノ　聖アンブロージョ聖堂
（Sant’Ambrogio）司祭館回廊　筆者撮影 ∴　鷹
行われる。彼らのすぐ近くではライフル銃や弩でポールの上の鳥（一般には
オオム）を狙い撃ちする「武術」が営まれている。近くに大砲と砲弾がある
が，弾道学も幾何学に属するのであろう。こうした武器も「節制」なしには
不必要な危険をもたらすことになろう。
　このように「幾何学」には「建築」の活動も含まれているが，当時のアン
トウェルペンでの建築ブームと「節制」について考察してみよう。同市では
裕福な市民たちがこぞってステイタス・シンボルとして6角形ないし8角形
の高い物見塔を建てた。今日，これらの塔はわずかしか保存されていないが，
当時の過剰な塔の建設競争を見て，「幾何学」の中で，ブリューゲルは「節
制」の対象と考えたのかもしれない。コールンヘルトも『道徳術，それは正
しく生きる術である』（1586年）で，「ひじょうに不必要なことは，費用の
かかる豪華な趣向を住宅建築に施したことだ」38）と非難している。
　フローリスの版画《幾何学》（図38）では，擬人像が頭上にCybeleない
し大地の母を象徴する，城塞の形をした王冠を戴いている。彼女は二人の青
　98　明治大学教養論集　通巻445号（2009・3）
年とともに，地球儀をコンパスで計測している。ラテン語銘文には，「幾何
学の領域とは場所の距離，物体の長さ，幅，深さを調べることである」と，
この学芸の重要さが定義されている。
VI－5．「音楽」Musica（図39）
　画面全体の中景で，修道士や少年たちによる聖歌隊の活動が表現されてい
る。彼らの頭上の天蓋は聖堂にふさわしくない，過度に装飾された，エキゾ
チックな装置である。しかしそれだけでなく，譜面台の楽譜もグレゴリオ歌
の4線でなく，世俗の音楽の5線のスコアである。様々な楽器が未使用のま
ま登場している。例えば，ヴィオラ・ダ・ガンバは聖歌隊の頭上に，ゴシッ
ク・ハープ，リュート，ヴィオラ・ダ・ブラッチオなどは床に置かれている。
聖歌隊を伴奏する楽器はオルガン，リュート，ボンバード，コルネット，バ
グパイプなどの弦楽器や吹奏楽器である。
　カルル・ムーン（1994年）の指摘によると，これらの楽器は5つの等級
に分析できるという。第1は最も高潔な楽器パイプオルガンで，聖堂での演
奏は公認されている。ニュルンベルクの画家ゲオルク・ペンツ（Georg
Pencz）の《音楽》（図40）の場合でも，若い女性がブイゴで風を送るプッ
トーの助けで，パイプオルガンを弾いている。第2は吹奏楽器コルネットと
トロンボーンで，これらも聖堂で許可された楽器である。第3はショウム，
バス・ヴァイオリンで，音楽ギルドの組合員は一般には演奏してもよいが，
聖堂では許可されていない。第4はリュートで，奏者は天蓋の幕の中に隠れ
て弾いている。第5は床の上に未使用のまま，放置された流行遅れの古楽器，
ヴィオールや小型の竪琴などが見られる。実際，これらは当時，組合員も手
にしない，物乞い楽士の楽器とみなされていた39）。
　マールテン・デ・ヴォスのModeratioと記された《節制》（図41）には，
擬人像が轡つきの手綱を左手に，ヴィオールを右手に持っているが，ムーン
はこの楽器を「放縦」のアトリビュートと解している4°）。したがって擬人像
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図38　フランス・フローリスの油彩画
にもとつく《幾何学》1565年　銅版画 図39ブリューゲル「音楽」（図2の部分）
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?
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図40　ゲオルク・ペンツの《音楽》16　　　図41マールテン・ド・ヴォス
世紀前半　木版画　　　　　　　　　　　　　　《節制》16世紀後半　素描
は一方の手にアトリビュートとしての道具，他方の手にコントロールの対象
となる楽器を有していることになる。
　ブリューゲルが生きた宗教改革の時代，聖堂内でのこうした多種多様な楽
器演奏は批判の対象となった。とりわけ東方由来のリュートは16世紀前半
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のフランドルの時疇書の「5月」で，恋人たちの船遊びに奏でられる世俗の
楽器であった。すでにエラスムスは教会音楽の過剰について，こう批判して
いた。「われわれは，教会の中へ人為的，劇場的な音楽，すなわち種々な声
によるわめき，扇動的の音楽を導入した。しかしこうしたものは，私の信じ
るところでは，決してギリシャやローマの劇場では聞かれなかったものであ
ろう。このような愛欲的，挑発的なメロディーは，売春婦や道化たちの踊り
の中でのみ聞かれるものである」4D。16世紀中期ではカルヴァン派の聖職者
たちが聖堂では詩篇の賛美歌に制限したこともあり，カトリックでも楽器の
制約を目ざしたことが考えられる。
　フローリスの版画での《音楽》（図42）を見ると，月桂樹の冠を戴く中心
人物がヴァージナルを弾き，側の若者や右端の年配の男性がリュートで伴奏
をしている。彼らの間で二人の少年が歌っているが，先生らしい人物が彼ら
の指導をしている。ブリューゲルと同様，床には未使用の楽器や楽譜がある
が，それらには物乞いが使うバーディ・ガーディや旧式のギター，笛などが
含まれている。下のラテン語の銘文に「音楽は熟練した耳によって，相互の
ハーモニーと心地よい様々な音を捉らえる」と記されている。つまりさまざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まな音色の楽器の合奏によ
図42　フランス・フローリスの油彩画にもとつく
《音楽》1565年銅版画
る音楽の美しさを称えてい
るのである。マールテン・
ド・ヴォスの《音楽》では，
擬人像が単独でリュートを
奏でているが，下のラテン
語の銘文には「音楽は多種
多様な音で精神を和らげる。
それを供給するのは人間の
声，リード，ブリュート，
ショウム，弦である」とあ
ピーテル・ブリューゲルの《節制》と「七つの自由学芸」との図像学的な関連性について　101
り，音楽の精神的な力を評価している42）。
VI－6．「天文学」Astronomia（図43）
　画面全体の遠景中央で，ある天文学者は地球儀の上で夜空に輝く星の位置
や月の満ち欠けなどを測定し，また別の天文学者は地球儀の前で地球の大き
さ，雲の発生，気象などを研究している。彼らはかなり大きなコンパスを使っ
ているが，当時としてはこのサイズが一般的であった。しかしすでにゼバス
ティアン・プラントが「阿呆船』の65章「星占いのこと」で，「夜空や星座
や惑星の動きは何を知らせるか／神が何をもくろむか／さきの世ばかり気に
かける。／神がなさろうとすることを／知らねばならぬと思っている」43）とい
うふうに，人間が星占いに夢中になることを厳しく批判している。ヴェルデ
マン（1985年）はヘームスケルクの《過剰な世俗の知識をもつ愚行のアレゴ
リー》（図44，1550年代）とブリューゲルの「天文学」との関連性を指摘し
た44）。ヘームスケルクの作例では，若者が大きなコンパスで，もう一人は大
きなT定規で地球の距離を計測しているが，二人とも阿呆帽を着用してい
る。ヴェルデマンは画面のカルトゥーシュにある銘文，「世界を．．．しようと
するのは阿呆ではないか」Ist　niet　een　sot　die　de　werelt　wil＿『狽?獅ﾉ注目
し，文中で欠落した言葉は「計測する」metenと推測し，この動詞の意味
図43　ブリューゲル「天文学」（図2の
部分）
図44マールテン・ヴァン・ヘームスケル
ク《過剰な世俗の知識をもつ愚行のアレゴ
リー》1550年代油彩ロンドン個人蔵
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についてこう述べた。1200年頃にラテン語で執筆されたオランダの神学者
ロタール・ヴァン・セグニの『軽蔑された世界の書ないし人間の状況の悲惨
さ』が15世紀末，自国語に翻訳されたが，その第11章で，天球の高さ，地
上の幅，海の深さの研究（計測）を通じて，学者たちは神の秘密を見つけよ
うと試みるが，深く理解した者は人間がどんなに愚かで，単に多くの知識を
もっていると思いこんでいるだけであり，知識の役割とは何を人間が知るこ
とができないかを知ることである，という思想を紹介している45）。
　こうした作例と比較すると，フローリスの版画《天文学》が如何にpositive
な視点であるかが分かる。有翼の擬人像がコンパスを使いながら，大きな天
球儀上の星座を研究していると，老人が彼女の示す方向を一緒に観察してい
る。下のラテン語の銘文には，「天文学はその目で，ウラニアの星の様々な
前後の軌道を観察しながら，その精神で未来を見る」とあり，天文学が未来
を予言できると語っている（画面では天文学をASTROLOGIAと記してい
る）。床にはANAXIMENES，　HYGINVS，　MANLIVS，　PONTANVS，
PTOLEMAVSと記された天文学者たちの書籍が積み上げられている。
VI－7．「修辞学」Rhetorica（図45）
　画面全体の遠景では野外での上演が行われ，「修辞学」の実践が見られる。
役者たちは樽や支柱で組み立てられた移動式の簡易舞台の上で演技をしてい
るが，ちょうど帯剣姿の若い貴公子風な青年と，ファッショナブルな帽子を
被り，毛皮つきの広い袖口の衣服を着た婦人（実際は女装した男性）が対話
をしている。舞台の下では沢山の聴衆が緊張した趣でこの場面を見物してい
る。こうした移動式野外劇場はこの徳目シリーズとほぼ同時代に制作された
ブリューゲルの版画《ホボケンの縁日》（1559年），それより少し後の《シン
ト・ヨーリスの縁日》（図46）でも描かれているが，後者の版画は背後から
描かれてはいるものの，舞台の設定はこの「修辞学」に近い。トルネー
（1935年）はこのカップルが，倒錯した世間あるいは世の愚行を演じている，
ピーテル・ブリューゲルの《節制》と「七つの自由学芸」との図像学的な関連性について　103
図45ブリューゲル「修辞学」（図2の
部分）
図46　ブリューゲル「野外舞台」（《シ
ント・ヨーリスの縁日》の部分）1560
年頃　銅版画
と推測した46）。確かに右横から阿呆杖を持った道化が彼らを椰楡し，さらに
その頭上の旗に描かれた地球儀が逆さまなので，「倒錯した世界」を表わし
ているのだろう。この旗の図案はブリューゲルの《ネーデルラントの諺》
（1559年）で，前景の居酒屋でのそれと同じである。ヴァン・ヘルダーとボ
ルムス（1939年）はアントウェルペンの修辞家集団の卓上劇を推定してい
るが47），具体的な戯曲名を挙げていなかった。
　1940年のD．エンクラールの研究以来，この画面は16世紀中期のネーデ
ルラントで人気となった修辞家集団Rederijkerskammerの演劇活動，それ
もラントユウェールLandjuweelと称された国内戯曲コンクールを表わし
ている，という解釈が一般的に受け入れられてきた48）。このコンクールは約
3年置きに開催される，アマチュアの演劇活動だが，社会的な混乱のため，
ディーストでの1541年の大会を最後に中断されていた。メンバーにはプロ
フェッショナルな詩人もいたが，多くは一般人の演劇好きから構成されてい
た。この大会は1561年に，前回，優勝した「あらせいとう」が企画し，ア
ントウェルペンで20年ぷりに開催された。しかしブリューゲルの《節制》
の制作年代は1560年なので，ラントユウェールというよりは，hagespelen
と呼ばれる，小規模な演劇活動だったのではなかろうか。これはちょうど
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1560年頃に始まり，ラントユウェールが定めたようなコンクールの諸規則
に縛られず，あまり有名でない修辞家集団による，費用のかからないコンクー
ルであった。
　幕の上方で角笛を持った夜番が「さあ，夜明けが近い，別れのときがきた」
と合図をすると，一人の道化がその笏杖で，恋人たちの辛い別れを茶化して
いる。「節制」の役割は，画面での登場人物が胸に「希望」と「信仰」のス
テッカーをつけて演じていても，第3の神学的徳目の「愛徳」ならぬ，肝心
の「愛」が欠如していることを暗喩しているのであろう。舞台の垂れ幕の吹
流しに，Gij　spreeckt（汝は話す）とあるが，「流暢に話す」ことは修辞学
の目標であるので，二人の男女は表面的に「流暢な口調」で再会の「希望」
や相手への「信仰」を語っているが，真実の「愛」不在の，「倒錯した世界」
がこの舞台でのストーリーなのではなかろうか。
　この《節制》が制作された年に，「あらせいとう」は翌年のラントユウェー
ルのために24のテーマを提案したが，結局，3つがパルマのマルガレータ
総督によって認定されたng）。「あらせいとう」が選択したのは，その一つ
「何が最もよく人間を諸学芸へと向かわせるか」であった。ドラマでは，貧
困と労働の寓意像がやってきて，学芸を学ぶことは人間の五感を良く働かせ
るために重要であり，金銀よりも価値がある，すべての学芸や科学は神から
のもの，と演じた。このように自由学芸に対する推奨は既述したように，16
世紀中期のネーデルラントの人文主義者にとっては当然のことであった。ま
さにフローリスがヨングリンクの別荘や自分のアトリエのファッサードに表
現した世界でもあった。
　フローリスの油彩画《修辞学》（図47）では，擬人像が二匹の蛇の巻きつ
くメルクリウスの杖を持ちながら，若者に雄弁術を教えている。老人が若者
の肩に手をあてながら，優しく彼を励ましている。背景の大きな建物の前に，
仮設舞台が作られ，ある人物が群集を前に演説をしている。舞台に長槍を持っ
た人物がいるが，二人の役割は不明である。版画でのラテン語の銘文には，
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図47　7ローリス《修辞学》1555－56年
油彩画　イタリア　個人像
図48　ルーカス・ド・ヘーレ《戦時に
おける七つの自由学芸》16世紀後半
油彩　トリノ　サパウダ美術館
「耳にもっと甘美に流れるように，話し言葉に雄弁さの快いトーンを巧みに
加える」と記されている。床には雄弁術に優れたCICERO，　AESCHINES，
ISOCRATES，　QUINTILIANVSと記された著者たちの本が山積にされてい
る。フローリスと比較すると，ブリューゲルがこの学芸をもいかにパロディー
化しているかが分かる。
皿．「七つの自由学芸」のその他の図像
　　ヌ，ブリオなど
ド・ヘーレ，ドゥロー
　前述したヴィルギル・ゾリスのように，「七つの自由学芸」が一画面に描
かれながら，これまでとは異なった意図を持つ作例に注目してみよう。フロー
リスの弟子ルーカス・ド・へ一レの《戦時における七つの自由学芸》（図
48）は，平和のときにこそ活躍できる学芸が戦時中に眠っている，という情
景である。だがオリンボスの神々が戦争の終結を決めたので，使者メルクリ
ウスが自由学芸たちを起こしにやってくるのである。真っ先に目覚めるのは
巻物を持つ「修辞学」であるが，他の擬人像たちは未だ熟睡中だ。またロー
マのカンチェレリア宮でヴァザーリがIOO日かけて制作したフレスコには，
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「平和時に最良の諸学芸が育成され，諸精神は結合し，公的，私的財産は増
殖される」5°）と記されていた。このように平和と七つの自由学芸との関係は
密接と考えられていた。
　フランスのフォンテーヌブロー派のエティエンヌ・ドゥローヌは版画シリー
ズ「七つの自由学芸」（1569年）をまったく斬新な意匠で，しかも当世風に
描いているが，それだけではなく，《物理学》《法の正義》《神学》《英知》も
加え，11点で一組にすることで，「七つの自由学芸」をさらに高く位置づけ
た。これまでの伝統的な図像と異なり，擬人像はそれぞれ別の種類の楽器を
演奏している。彼女らの足元にそれぞれの学芸のアトリビュートが備えられ
ているものの，タイトルを見なければ，その衣装や音楽を奏でる姿からミュー
ズと混同するかもしれない。画面にはドゥローヌが得意とする，牧歌的な風
景が描かれ，女性擬人像の魅力を引き立てている。《算術》（図49）はトラ
?
図49　エティエンヌ・ドゥローヌ《算術》　　図50　エティエンヌ・ドゥローヌ《文法》
1569年　銅版画　　　　　　　　　　　　　1569年　銅版画
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イアングルを鳴らし，足元には書板，
砂時計，本がある。《文法》（図50）は
トランペットを吹き，地面には書物が
置かれ，《音楽》（図51）はシンバル
を奏しているが，舞っているようなス
テップを見せている。テーブルの上と
横にはリュート，地面にはフルートと
楽譜がある。《天文学》は長いトラン
ペットと天球儀，観測用の道具，《幾
何学》はリュート，切断された円柱，
様々な形の石，《論理学》はコルネット
を吹き，3冊の本，鍵束，使用中の釜
がある。《修辞学》はヴァイオリンをチェ
ロのように弾いているが，これは1550
図51エティエンヌ・ドゥローヌ《音楽》
1569年銅版画
年頃にフランスで知られるようになった新しい楽器である。足元に数冊の本
が点在している。ジャック・ティリオン（1992年）によれば，ドゥローヌ
は家具やリモージュのエナメルの装飾用にこうした意表をつく「諸学芸」の
図像を考案することで，当時の人文主義者の趣向を満足させたという5！）。
　以上のように，「節制」の擬人像が「七つの自由学芸」と組み合わさった作
例はブリューゲル以前にはほとんど制作されておらず，筆者の知る限り，ブ
リューゲル以後はフランス人フランソワ・ブリオ（Frangois　Briot）の錫の
飾り皿の《節制》（図52，1585－90年頃）のみであった。彫金された皿の中央
の円形の枠内に裸体の女性擬人像が座し，右手に盃，左手に水差しを持って
いる。その頭部の両脇にTemperantiaと記され，足元にはF．　Bと作者のイ
ニシャルが見られる。その上部の4つの楕円形のカルトゥシュには四大元素
の擬人像が表現されているが，個々の像の下にはラテン語で，IGNIS（火），
AER（空気），　AQVA（水），　TERRA（大地）と記されている。さらにその
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図52フランソワ・ブリオ《節制》1585－90年頃　錫
ブリュッセル　王立美術・歴史博物館
外側には「七つの自由
学芸」の擬人像たちが
彼らのパトロンである
女神ミネルヴァに導か
れて，座している。
DIALECTICA（論理）
は本を前に語っている。
GRAMATICA〔sic〕
（文法）はアルファベッ
トのある石板を背にし
ている。RHETORICA
（修辞学）は左手を胸
に置き，右手に炎のあ
る心臓をかざしている
が，その前には開いた本がある。MUSICA（音楽）はリュートを手にしな
がら，楽譜を読んでいる。ARITHMETICA（算術）は右手に時計をもち，
数字の書かれた石板にもたれている。地面には砂時計とコンパスつきの太陽
の指示器がある。GEOMETRIA（幾可学）はコンパスと差金をもち，
ASTROLOGIA（占星術，天文学）は台の上の天球儀と砂時計を前にして，
天体を観察している。これらの七つのカルトゥシュの間には，仮面，胸柱像，
グロテスク文様，豊穣角，渦巻きのモティーフがあるが，これらは典型的な
マニエリスム様式のモティーフである。他方，ブリオの《アダムとイヴ》で
も，中央の二人の像の外側の周縁に，七つの自由学芸が取り囲んでいるので，
結局，これらの飾り皿の主題と周囲の擬人表現とはブリューゲルの《節制》
のような図像的な関連性はないのである。
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ま　と　め
　こうして見ると，ブリューゲルの《節制》の中，「算術」「幾何学」「音楽」
「修辞学」の営みは16世紀中期のアントウェルペンの経済的，文化的背景と
関連していることが分かる。つまり「算術」は国際商業都市となったアント
ウェルペンの両替商人，「幾何学」は裕福な市民たちによる物見塔の建設ラッ
シュ，「音楽」は宗教改革の激しい運動がネーデルラントに浸透した時代，
カトリック教会側からの派手な楽器演奏の自粛，「修辞学」は当時の修辞家
集団の活躍などを反映させてい’た。
　ブリューゲルが文化，芸術都市でもあるアントウェルペンで活動しながら，
あえて「七つの自由学芸」の過
剰な活動を「節制」との関係で
描いたことは当時としては類の
ないことだったといえよう。ブ
リューゲル以後の1581年，
ヴォルフ・デレヒゼル（Wolf
Drechsel）の《七つの自由学
芸の嘆き》（図53）では，雷光
を持つジュピター，槍を持つ軍
神マルス，二匹の蛇の絡んだ杖
のメルクリウス，楽器を持つア
ポロなど七人の神々が雲の上に
座しているが，「七つの自由学
芸」を営む数人は絶望的な眼差
しで空を眺めている。画家は決
して自由学芸の擬人像たちに平
図53　ヴォルフ・デレヒゼル《七つの自由学芸
の嘆き》1581年銅版画
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和を与えていないのである。
　さらに17世紀になると，J．A．コメニウスの『地上の迷宮と心の学園』
（1631年）のように，「七つの自由学芸」を表面的で無意味な活動として，
手厳しく批判する本が現れた。主人公は，人生の意味を求めながら，「矛盾
に満ちた地上世界を巡礼する若者」（コメニウス自身）であった52）。第11章
で，巡礼者が様々な自由学芸を営む人々の行為を目撃し，その愚行にあきれ
る。文法家の許では，老若が入り混じって「子供騙し」のように，無意味な
語形の議論をし，単語の合成，分解，構成に夢中になっている。修辞学者た
ちは成り行きに任せで，文字としての単語，口から発せられる語を思うまま
に彩っているが，真理や有用性とともに，虚偽や虚しさもあふれている。算
術家の許では，無意味な計算のための作業をしているが，その一人は「海の
砂を計算することに同意した」という。幾何学者の許では，沈黙しながら，
無意味に棒線，鉤，十字形，輪，正方形，点を書いているが，異論を述べた
り，証明したり，また反論したり，エンドレスな口論が見られる。音楽家の
許では，歌や様々な楽器の音がするが，音を組み分け，組み立て，組み換え
に一生懸命だが，それに成功する者は千人に一人もいなく，すべてが時間の
損失と思われる。天文学者は梯子に登り，星を捕らえ，紐，定規，錘，コン
パスで星の運行路を測定し，それを規則化し，仮説を立てるが，完全に当て
はまるものはなにもない。こうして巡礼者は「自由学芸」とそれに関連する
学問には，何も学ぶものがないことに気がつく。結局，巡礼者は「この地上
の知恵は神の前では狂気である」ことを悟るのである53）。
　最後に，本稿ではあまり論じなかったが，ブリューゲルが「七つの徳目」
シリーズで，《節制》以外の各徳目の実践的な活動をどう描いていたかに注
目してみよう。ブリューゲルは「三神学的徳目」の《信仰》では，七つの秘
蹟のうち，洗礼，聖体拝領，告解，結婚を通常に行われる教会での行事とし
て描いている。《希望》では難破した船からの無事の脱出，航海からの夫の
無事の帰還を祈る妻，牢獄からの釈放の希望，火災の消化活動による家屋の
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救済が見られる。《愛徳》では隣人愛がテーマで，貧しい人へのパン，衣服，
飲み物の供給，巡礼者への宿の提供，病人への訪問，捕囚者への慰め，隣人
の埋葬の協力などである。ルイ・ルベールはCα観og麗廟∫oηη64gsθs如鋭一
Pes　de　Pierre　Bruegel　1’A　ncien，1969で，ブリューゲルが「七つの徳目」シ
リーズで，《信仰》《希望》《愛徳》という「三神学的徳目」を従来のように，
人間が善行に励み，悪業を避けるように導く神の恩寵としてではなく，「個
人的，集団的。社会的生活を守るために必要な知恵，先見の明，純粋に人間
に必要な事柄を表現している」と述べた54）。
　「四枢要徳」の《正義》では当時の犯罪人に対する処刑の方法が具体的に
図示されていた。罪に対する判決から始まり，水攻め，手首の切断，吊し刑
などの拷問，断首，車刑，火刑，絞首刑などの処刑がある。《賢明》では，
畜殺した豚の解体と塩漬けによる保存，冬に備えての燃料の保管，料理後の
水による火消し，病気の際の医師の往診，神父による終油の準備，老朽化し
た家の補修などがある。また大人たちが金庫にお金を保管し，子供は豚の膀
胱の貯金箱に小銭を貯める，という情景もある。《剛毅》では画面のいたる
ところに戦闘場面があるが，戦う相手は悪魔，怪物，妖怪，竜といった「罪
源」の象徴であるため，上述したようにブリューゲルはヒエロニムス・ボス
的な残津を見せていて，この徳目だけは実践的な活動とは異なる。
　こうしてみると，《節制》の場合，日常的な情景（商人による金勘定，子
供たちによる文字の勉強，種々な測量）と非日常的な情景（天体や地球の観
測，聖歌隊の合唱，宗教論議，移動舞台での寓意劇），すなわち民衆の生活
と人文主義的な活動との並置がある。しかも他の「徳目」とは異なり，それ
ぞれの実践活動に《節制》の擬人像がコントロールしているのである。
　だがブリューゲルは《節制》でまったく自由学芸を否定しているわけでは
なかった。彼は個々の学芸の意味を認めながらも，未熟な教師と過熟した子
供（文法），貧欲な商売（算術），聖なる場所にふさわしくない演奏（音楽），
本質を忘れた論議（論理），建築での過熱化（幾何学），神の秘密を知ろうと
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する愚行（天文学），真実味のない巧みな言葉のみの求愛表現（修辞学）に
対し，「中庸」をあらためて喚起しているのである。したがって「七つの自
由学芸」を全体としてみるとき，教訓性をあまり辛辣に解釈すべきではない
だろう。どの自由学芸のグループを見ても，彼らは自分の行為の意味を理解
せず，観者にはどこか滑稽で，苦笑したくなるような情景なのだ。そこに
「自分自身」の姿を発見し，省察し，「中庸」の意味を認識する。これが「七
つの自由学芸」でブリューゲルが意図したことではなかろうか。彼の版画に
は，エラスムス的な謁刺精神と共通するものが少なくない。しかしエラスム
スほど手厳しく人間の愚行を批判するのではなく，日常，「誰でも」が犯す
かも知れない「倒錯した世界」を，鋭い人間観察とユーモア精神を混じえな
がら，表現しようとしている。ヒエロニムス・コックがブリューゲル版画で
世界的な市場を持つことができた成功の鍵もこうした表象世界にあるのでは
なかろうか。
　中世後期では「節制」と「罪源」との対決は決して珍しい図像ではなかっ
た。《節制》のなかの「七つの自由学芸」は1556年から1558年にかけて制作
された「七つの罪源」とある種の対応をなしている。「文法」では教師の「怠
惰」，「算術」では商人の「貧欲」，「論理」では論駁相手への「激怒」，「天文学」
では科学者たちの「傲慢」，「音楽」での「虚栄」，「修辞学」での「快楽」であ
る。ゆえに，ブリューゲルは「七つの徳目」の中でも，《節制》を罪源へと誘
発するさまざまな要因を防ぐ，最も価値ある徳目とみなしたのであろう。
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